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D 15 石膏包帯法による人体体表面積測定とその推定

　　　　　　　　　　　文化女大家政　　○岡田宣子
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田村照子

　目的　人体体表面積は平均皮膚温や発汗量、エネルギー代謝など、ヒトの体温調節反応

の検討や、着衣状態での被｡覆面積からの被服の保温力の検討に用いられ、被服衛生学の研

究に重要な項目である。体表面積の測定には大変な困難を伴うため、D u B 0 i sや高比良など

の身長と体重による推定式が一般に用いられている。これらの推定式は約８０年前に成人男

子について求められたもので、体表区分か解剖学的区分に基づいていることなどから、被

服学の視点からの再検討が望まれている。そこで本研究では着衣状態に着目し、被服構造

を考慮した分割線を設定し、現代日本人成人女子の体表面積を把握しようと試みた。

　方法　若い成人女子５名を対象として石膏包帯法により体表面を採取し、その内側に貼

付した和紙の面積を体表面積とした。プラニメーターの測定誤差の検討から精度の高い10

cin^　前後のビーズに分割し測定した。石膏採取は1989年４月～７月に行われた。10に区割し

た身体各部位について、身体計測項目との関係に基づき体表面積の推定式の検討を行った。

　結果　1.各区分ごとの体表面積比は頭部が7.4、頚部が2 .1、体幹上部が18.4、体幹下

部が13 .2、上腕部が7 .7、前腕部が5.9、手部が4 .7、大腿部が20 .7、下腿部が13 .6、足部が

6.3％である。2.身体各部位を円柱、台形などの幾何学図形に想定して推定した結果との

相関係数は手部、足部などでは0 . 9前後でかなり高い精度を示した。円筒から離れた形状部

では個体差が大きく、概算値との相関が低かったのでこれらの推定式は今後検討が必要で

ある。
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夏季におけるアスベスト防護服着用作業の労働負担に関する調査研究

　　　　　　　　公衆衛生院生理衛生　　　　○栃原　裕

　　　　　　　　実践女大家政　　渡遜由美子、吉田敬一

アスベストの人体への有害性が広く認識され。それに伴い建築物内のアスベスト

る作業が急速に増加している。この作業にあたっては、アスベストから身体を守

閉型の防馥服の着用が不可欠である。本調査では、夏季にアスベスト処理現場で

業者の労働負担を。作業者の生理s.応を詳細に測定することにより明らかにする。

】1989,90年の８月に２つの学校のアスベスト除去作業者12名の労働負担と作業環境

した。全ての作業者について、除去作業中の体重減少量を測定し。一部については、

の心拍数、直腸温、５箇所の皮膚温をメモリー装置により測定した。

】両作業場とも作業者は。つなぎの防馥服で全身を覆い。防護マスクを着用してい

業場の気温は、25～28.61Cで、相対湿度は84～96%であった。相対湿度がこの様に

のは．アスベストの汚染が作業現場以外に拡散しないように, 周囲の床．天井．壁は

ールシートで覆う必要があり、しかも空中にアスベストが舞い上がることがないよう

現毎では散水が行われているからである．一連続作業時間は40分~ 2時間程度であり.

間当りの体重減少量は．200~777gに達した．環境温度や作業内容（上肢を使っての

シ作業）に比し．温熱負担が大きいことが示された．アスベスト除去作業中の心拍数

比較的室温が低いときには、一時的に150拍／分位に増加する程度であったが．作業者

人は. 170拍／分程度の作業を50分間以上実施し．最高は175拍／分であった．この時

腸温は2.3r;の上昇を示し2時間16分の作業で1.3kgの体重減少量であった．s.季の

ベスト除去作業では．外気温や作業内容によっては熱中症の発生の危険性がある．


